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   第 一 章 総 則 

 （ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 手 話 が ろ う 者 に と っ て 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む 上 で 重 要 な 独 自 の 言 語 で あ る こ と

に 鑑 み 、 ろ う 者 の 手 話 の 習 得 の 機 会 の 拡 大 並 び に 手 話 文 化 （ 手 話 及 び 手 話 を 用 い て 行 わ れ る 活 動 の 文 化 的

所 産 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 継 承 及 び 発 展 を 図 る た め 、 手 話 の 習 得 及 び 手 話 文 化 の 保 存 に 関 す る 施 策 （ 以

下 「 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 」 と い う 。 ） に つ い て 、 基 本 理 念 を 定 め 、 並 び に 国 及 び 地 方 公 共 団 体 の 責

務 を 明 ら か に す る と と も に 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 手 話 の 習

得 等 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る こ と を 目 的 と す る 。 
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 （ 基 本 理 念 ） 
第 二 条 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 旨 と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。 

 一 ろ う 者 が 、 そ の 意 向 を 尊 重 さ れ つ つ 、 手 話 を 習 得 す る た め に 必 要 な 支 援 を 受 け ら れ る こ と 。 

 二 手 話 が ろ う 者 に と っ て 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む 上 で 重 要 な 独 自 の 言 語 で あ り 、 ろ う 者 が こ れ を 用

い て 豊 か な 文 化 を 創 造 し て き た こ と に 鑑 み 、 手 話 文 化 の 継 承 及 び 発 展 が 図 ら れ る こ と 。 

 （ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 の 責 務 ） 

第 三 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 前 条 に 定 め る 基 本 理 念 に の っ と り 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か

つ 計 画 的 に 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。 

 （ 手 話 の 日 ） 

第 四 条 国 民 の 間 に 広 く 手 話 に つ い て の 関 心 と 理 解 を 深 め る よ う に す る た め 、 手 話 の 日 を 設 け る 。 

２ 手 話 の 日 は 、 九 月 二 十 三 日 と す る 。 

３ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 手 話 の 日 に は 、 そ の 趣 旨 に ふ さ わ し い 行 事 が 実 施 さ れ る よ う 努 め る も の と す る 。 

 （ 手 話 基 本 計 画 等 ） 
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第 五 条 政 府 は 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進 を 図 る た め 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る

施 策 に つ い て の 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 手 話 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 し な け れ ば な ら な

い 。 

２ 都 道 府 県 は 、 手 話 基 本 計 画 を 基 本 と す る と と も に 、 当 該 都 道 府 県 の 実 情 に 即 し た 手 話 の 習 得 等 に 関 す る

施 策 の 推 進 に つ い て の 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 都 道 府 県 手 話 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る よ

う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

３ 市 町 村 は 、 手 話 基 本 計 画 （ 都 道 府 県 手 話 計 画 が 策 定 さ れ て い る と き は 、 手 話 基 本 計 画 及 び 都 道 府 県 手 話

計 画 ） を 基 本 と す る と と も に 、 当 該 市 町 村 の 実 情 に 即 し た 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 の 推 進 に つ い て の 基

本 的 な 計 画 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 市 町 村 手 話 計 画 」 と い う 。 ） を 策 定 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

４ 内 閣 総 理 大 臣 は 、 関 係 行 政 機 関 の 長 に 協 議 す る と と も に 、 障 害 者 政 策 委 員 会 の 意 見 を 聴 い て 、 手 話 基 本

計 画 の 案 を 作 成 し 、 閣 議 の 決 定 を 求 め な け れ ば な ら な い 。 

５ 都 道 府 県 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の 十 九 第 一 項 の 指 定 都 市 （ 以 下

こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 指 定 都 市 」 と い う 。 ） を 含 む 。 ） は 、 都 道 府 県 手 話 計 画 （ 指 定 都 市 に あ っ て は 、
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市 町 村 手 話 計 画 ） を 策 定 す る に 当 た っ て は 、 障 害 者 基 本 法 （ 昭 和 四 十 五 年 法 律 第 八 十 四 号 ） 第 三 十 六 条 第

一 項 の 合 議 制 の 機 関 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

６ 市 町 村 （ 指 定 都 市 を 除 く 。 ） は 、 市 町 村 手 話 計 画 を 策 定 す る に 当 た っ て は 、 障 害 者 基 本 法 第 三 十 六 条 第

四 項 の 合 議 制 の 機 関 を 設 置 し て い る 場 合 に あ っ て は そ の 意 見 を 、 そ の 他 の 場 合 に あ っ て は ろ う 者 そ の 他 の

関 係 者 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

７ 政 府 は 、 手 話 基 本 計 画 を 策 定 し た と き は 、 そ の 要 旨 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

８ 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 手 話 計 画 又 は 市 町 村 手 話 計 画 が 策 定 さ れ た と き は 、 都 道 府 県 知

事 又 は 市 町 村 長 は 、 そ の 要 旨 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

９ 第 四 項 及 び 第 七 項 の 規 定 は 手 話 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 、 第 五 項 及 び 前 項 の 規 定 は 都 道 府 県 手 話 計 画 の

変 更 に つ い て 、 第 五 項 、 第 六 項 及 び 前 項 の 規 定 は 市 町 村 手 話 計 画 の 変 更 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 準 用 す る 。 

 （ 法 制 上 の 措 置 等 ） 

第 六 条 政 府 は 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る た め 必 要 な 法 制 上 又 は 財 政 上 の 措 置 そ の 他 の 措 置 を

講 じ な け れ ば な ら な い 。 
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   第 二 章 基 本 的 施 策 

 （ 第 一 言 語 と し て の 手 話 の 習 得 に 対 す る 支 援 ） 

第 七 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 ろ う 児 （ ろ う 者 で あ る 児 童 を い う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 九 条 に お い て 同 じ 。 ）

の 言 語 の 能 力 の 涵
か ん

養 が 十 分 に 図 ら れ る よ う 、 乳 幼 児 期 か ら の 第 一 言 語 （ 出 生 後 最 初 に 習 得 す る 言 語 を い う 。

以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） と し て の 手 話 の 習 得 に 関 す る ろ う 児 並 び に そ の 保 護 者 及 び 家 族 に 対 す る 必 要

な 情 報 の 提 供 、 第 一 言 語 と し て の 手 話 の 習 得 に 関 す る ろ う 児 に 対 す る 支 援 そ の 他 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の

と す る 。 

 （ 音 声 言 語 習 得 後 の 聴 覚 障 害 に 係 る 手 話 の 習 得 に 対 す る 支 援 ） 

第 八 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 音 声 言 語 を 習 得 し た 後 に 聴 覚 の 障 害 の た め 音 声 言 語 に よ り 意 思 疎 通 を 図 る

こ と 等 に 支 障 が 生 じ た 者 に 対 し 、 手 話 の 習 得 の 機 会 の 提 供 そ の 他 の 手 話 の 習 得 を 支 援 す る た め に 必 要 な 施

策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 手 話 の 能 力 を 有 す る 教 職 員 の 充 実 等 ） 

第 九 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 ろ う 児 に 対 す る 教 育 を 主 と し て 行 う 特 別 支 援 学 校 に お け る 教 育 に お い て 手
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話 を 習 得 す る 機 会 が 十 分 に 確 保 さ れ る よ う に す る た め 、 ろ う 者 で あ る 教 職 員 の 養 成 そ の 他 の 手 話 の 能 力 を

有 す る 教 職 員 の 充 実 に 関 し 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

２ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 特 別 支 援 学 校 に お い て ろ う 児 が 互 い に 手 話 に よ り 意 思 疎 通 を 図 る こ と が で き る

環 境 が 整 備 さ れ る よ う 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

３ 前 二 項 の ほ か 、 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 学 校 教 育 に お い て ろ う 児 が 手 話 を 習 得 す る 機 会 及 び 手 話 を 使 用

す る 機 会 の 確 保 に 配 慮 す る も の と す る 。 

 （ 調 査 研 究 等 ） 

第 十 条 国 は 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 の 推 進 を 図 る た め 、 手 話 の 習 得 及 び 手 話 文 化 の 保 存 に 関 す る 調 査

研 究 、 国 の 内 外 の 情 報 の 収 集 、 整 理 及 び 提 供 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 手 話 文 化 に 係 る 国 際 交 流 ） 

第 十 一 条 国 は 、 で き る 限 り 多 様 な 国 の 手 話 文 化 が 国 民 に 提 供 さ れ る よ う に す る と と も に 我 が 国 の 手 話 文 化

の 海 外 へ の 発 信 を 促 進 す る た め 、 ろ う 者 同 士 の 国 際 交 流 、 外 国 の 手 話 に 関 す る 出 版 物 の 日 本 語 へ の 翻 訳 の

支 援 、 我 が 国 の 手 話 に 関 す る 出 版 物 の 外 国 語 へ の 翻 訳 の 支 援 そ の 他 の 手 話 文 化 に 係 る 国 際 交 流 を 促 進 す る
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た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 

 （ 検 討 ） 

第 二 条 国 は 、 こ の 法 律 の 施 行 後 五 年 を 目 途 と し て 、 こ の 法 律 の 施 行 の 状 況 に つ い て 検 討 を 加 え 、 必 要 が あ

る と 認 め る と き は 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 所 要 の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 障 害 者 基 本 法 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条 障 害 者 基 本 法 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 三 十 二 条 第 二 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。 

  六 手 話 言 語 法 （ 令 和 元 年 法 律 第   号 ） の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 処 理 す る こ と 。 

 （ 内 閣 府 設 置 法 の 一 部 改 正 ） 

第 四 条 内 閣 府 設 置 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 八 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 



 

  
 

八

  第 四 条 第 三 項 第 四 十 四 号 の 三 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。 

  四 十 四 の 四 手 話 基 本 計 画 （ 手 話 言 語 法 （ 令 和 元 年 法 律 第   号 ） 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る も の を い

う 。 ） の 策 定 及 び 推 進 に 関 す る こ と 。 
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     理 由 

 手 話 が ろ う 者 に と っ て 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 営 む 上 で 重 要 な 独 自 の 言 語 で あ る こ と に 鑑 み 、 ろ う 者 の 手

話 の 習 得 の 機 会 の 拡 大 並 び に 手 話 文 化 の 継 承 及 び 発 展 を 図 る た め 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 に つ い て 、 基

本 理 念 を 定 め 、 並 び に 国 及 び 地 方 公 共 団 体 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 の 基

本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 手 話 の 習 得 等 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る 必 要 が あ る 。

こ れ が 、 こ の 法 律 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。 


